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愛媛県瀬戸内海沿岸で確認されたアミメキンセンガニ 

清水孝昭 1 

 

1愛媛県農林水産研究所水産研究センター 

種の記録 

Matutidae キンセンガニ科 

Matuta planipes Fabricius, 1798  

アミメキンセンガニ（写真 1） 

標本 観察年月日：2005年 6月 29日．採集場所：伊予

市沿岸．採集方法：イワシ船曳網．採集尾数：2 個体．

徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）3248：殻

幅 43.4mm，殻長 32.5mm，（♀）．TKPM-AR 3249：殻

幅 37.9mm，殻長 27.7mm，（♀）． 

種の特徴 

標本個体はいずれも，額域は眼窩より幅広く，中央が

突出して先端が二叉すること，頭胸甲は平滑で小顆粒

が散在すること，甲の側縁中央に側方へ突出する一対

の大棘があること，頭胸甲全面に暗褐色に縁どられた

不定形の乳白色斑が密集すること，歩脚は黄色で各節

に暗色斑があり，先端はすべてオール状であることなど

の特徴により本種と同定された（武田，1982；西村，

1995）．  

備考 

本種は国外ではインド，マレーシア，中国，ニューギニ

ア，オーストラリアから記録されており（Galil and Clark，

1994），国内では北海道以南の日本海側，房総半島以

南の太平洋側などに分布する（本尾・嶋田，2016）．愛

媛県では西条市加茂川河口，四国中央市から記録さ

れており（大森，2014），瀬戸内海では近年生息数が減

少していることから，岡山県で準絶滅危惧，愛媛県で絶

滅危惧Ⅱ類，大阪府で同Ⅰ類に指定されている（日本

のレッドデータ検索システム：http://jpnrdb.com/index. 

html．2025 年 3 月 3 日参照）．本報告は県内において

情報の少ない本種の確認記録であり，登録標本に基づ

く瀬戸内海伊予灘沿岸からの初記録となる． 
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写真１ Matuta planipes Fabricius, 1798 アミメキンセンガニ（左：TKPM-AR 3248，右：TKPM-AR 3249） 
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